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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理における一部簡便的な方法の採用の有無 ：有 

（内容）税金費用等の計上基準に一部簡便的な方法を採用しております。 

その他影響が僅少なものにつきましては、一部簡便的な手続きを用いております。 

② 会計処理の方法の最近連結会計年度における方法との相違の有無：無 

③ 連結及び持分法適用範囲の異動の状況 ：無 

 
２．平成17年３月期第３四半期業績の概況（平成16年４月１日～平成16年12月31日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切り捨て） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期（当期） 

純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17年３月期第３四半期 18,354 （11.9） 1,638 （  －） 1,427 (  －） 822 （  －）

16年３月期第３四半期 16,395 （ 8.8） － （  －） － (  －） － （  －）

（参考）16年３月期 22,870 （ 5.8） 1,827 （30.3） 1,427 （42.6） 750 (13.3）

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

（当期）純利益 

    

 円  銭 円  銭   

17年３月期第３四半期 43.29 42.50   

16年３月期第３四半期 － －   

（参考）16年３月期 83.18 81.85   

（注）１．四半期経営成績の開示初年度であるため、売上高以外の項目につきましては、前年同四半期実績及び前

年同四半期増減率の記載はしておりません。 

      ２．当社は平成16年11月に株式分割（1：2）を実施しており、当四半期の１株当たり四半期純利益、及び潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益は、株式分割が期首に行われたものとして計算しております。 

      ３．上記の数値は監査法人の監査を受けておりません。 

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期におけるわが国経済は、民間設備投資や輸出の増加等により、緩やかな回復基調を示してきまし

たが、原油及び原材料等の価格高騰や円高の進行等により景気の減速感があらわれ、先行き不透明な状況となっ

ております。 

当社グループにおきましても顧客の製品に対する更なる高性能化、低価格化等への要請は益々強まり、企業間

競争の激しさを増しておりますが、顧客重視の営業活動を積極的に展開し、顧客信頼度を高めると同時に、新規

事業の立ち上げ、既存事業の徹底したコスト低減に注力いたしました。 

その結果、当第３四半期の売上高は18,354百万円となり、営業利益は1,638百万円、経常利益は1,427百万円、

当期純利益は822百万円となりました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円  銭

17年３月期第３四半期 32,028 10,825 33.8 533.60

16年３月期第３四半期 － － － －

（参考）16年３月期 28,230 7,541 26.7 833.76

（注）１．四半期経営成績の開示初年度であるため前年同四半期実績の記載はしておりません。 

      ２．上記の数値は監査法人の監査を受けておりません。 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 営 業 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

17年３月期第３四半期 1,391 △1,773 2,889 4,660

16年３月期第３四半期 － － － －

（参考）16年３月期 298 △977 606 2,096

（注）１．四半期経営成績の開示初年度であるため前年同四半期実績の記載はしておりません。 

      ２．上記の数値は監査法人の監査を受けておりません。 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期における総資産は前連結会計期間末と比較して3,797百万円増加し、32,028百万円となりました。

これは、平成16年9月に行った公募増資による資金調達、及び利益剰余金増加に伴う現金及び預金が増加したこと

が主な要因となっております。また、株主資本は同要因を主に3,284百万円増加し、10,825百万円となりました。

これらの結果、株主資本比率は前連結会計期間末比7.1%上昇し33.8%となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は1,391百万円となりました。 

これは主に、売上債権の増加による資金減少が676百万円あったものの、税金等調整前当期純利益が1,272百万

円、減価償却費が578百万円、たな卸資産の減少が444百万円あったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は1,773百万円となりました。 

これは、土地、及び工具器具及び備品等有形固定資産の取得に896百万円、ソフトウェア等無形固定資産の取得

に298百万円、関係会社株式の取得等その他の取得に578百万円使用したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は2,889百万円となりました。主な要因としては、株式の発行による収入でありま

す。 

これらの結果、現金及び現金同等物は、前連結会計期間末と比較して2,564百万円増加し、残高は4,660百万円

となりました。 

 
 
３．17年3月期の連結業績予想（平成16年４月１日～平成17年３月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益  

 百万円 百万円 百万円 

通  期 26,095 2,290 1,337 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）    69円21銭 

（注）１株当たり予想当期純利益の算出につきましては、平成16年９月に行った公募増資（1,000千株）、及び公募

増資に伴うオーバーアロットメントによる売出しに関連して行った第三者割当増資（69千株）、並びに平成

16年11月の株式分割（1：2）による発行済株式数の増加（10,150千株）を考慮しております。 

 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

当該四半期における業績は概ね順調に推移しており、現時点において通期の業績予想に変更はありません。 

 

 
※ 本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断した予想であり、リスクや不確定要素

が含まれております。そのため当社グループを取巻く経済情勢等により実際の業績が記載の予想数値と大幅に異なる場合があ

りますのでご承知おきください。 
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［添付資料］ 

１．要約連結貸借対照表 

（単位：百万円、％） 

当四半期 
（平成17年3月期 

第３四半期） 

前年同四半期 
（平成16年3月期 

 第３四半期）
増減 

（参考） 
平成16年3月期 科目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

（資産の部）  
Ⅰ 流動資産  
１．現金及び預金 5,007 － － － 2,358
２．受取手形及び売掛金 9,876 － － － 9,154
３．たな卸資産 7,900 － － － 8,306
４．その他 1,110 － － － 936

流動資産合計 23,895 － － － 20,755
Ⅱ 固定資産  
１．有形固定資産 5,935 － － － 5,599
２．無形固定資産 1,194 － － － 1,125
３．投資その他の資産 1,003 － － － 750

固定資産合計 8,132 － － － 7,474

資産合計 32,028 － － － 28,230

（負債の部）  
Ⅰ 流動負債  
１．支払手形及び買掛金 3,690 － － － 3,665
２．短期借入金 8,048 － － － 8,556
３．１年以内返済予定 

長期借入金 
2,519 － － － 2,352

４．その他 1,935 － － － 1,701

流動負債合計 16,194 － － － 16,275
Ⅱ 固定負債  
１．社債及び長期借入金 3,737 － － － 2,875
２．その他 1,058 － － － 948

固定負債合計 4,796 － － － 3,824

負債合計 20,990 － － － 20,099

（少数株主持分）  
少数株主持分 212 － － － 589

（資本の部）  
資本合計 10,825 － － － 7,541
負債、少数株主持分 
及び資本合計 

32,028 － － － 28,230

 

２．要約連結損益計算書 

（単位：百万円、％） 

当四半期 
（平成17年3月期 

 第３四半期）

前年同四半期 
（平成16年3月期 

 第３四半期）
増減 

（参考） 
平成16年3月期 科目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

Ⅰ 売上高 18,354 － － － 22,870
Ⅱ 売上原価 10,610 － － － 13,524

売上総利益 7,744 － － － 9,345
Ⅲ 販売費及び一般管理費 6,105 － － － 7,518

営業利益 1,638 － － － 1,827
Ⅳ 営業外収益 80 － － － 189
Ⅴ 営業外費用 291 － － － 589

経常利益 1,427 － － － 1,427
Ⅵ 特別利益 － － － － －
Ⅶ 特別損失 155 － － － 183

税金等調整前四半期
（当期）純利益 

1,272 － － － 1,243

税金費用 439 － － － 452
少数株主利益 9 － － － 40
四半期（当期）純利
益 

822 － － － 750
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３．要約連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

 
当四半期 

（平成17年3月期 
 第３四半期） 

前年同四半期 
（平成16年3月期 

 第３四半期） 

（参考） 
平成16年3月期 

区分 金 額 金 額 金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    
税金等調整前当期純利益 1,272 － 1,243 
減価償却費 578 － 889 
売上債権の増減額 △676 － △1,406 
たな卸資産の増減額 444 － △262 
仕入債務の増減額 △35 － 278 
その他 176 － 826 

小計 1,759 － 1,567 
利息及び配当金の受取額 19 － 29 
利息の支払額 △219 － △358 
法人税等の支払額 △167 － △940 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,391 － 298 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    
有形固定資産の取得による支出 △896 － △420 
無形固定資産の取得による支出 △298 － △395 
その他 △578 － △161 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,773 － △977 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    
短期借入金の純増減額 △586 － △1,765 
長期借入金の純増減額 1,018 － 829 
社債の発行による収入 － － 690 
株式の発行による収入 2,549 － 902 
その他 △92 － △51 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,889 － 606 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 56 － △57 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 2,564 － △130 
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,096 － 2,226 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 4,660 － 2,096 
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４．セグメント情報 

［事業の種類別セグメント情報］ 

当四半期（自平成16年４月１日 至平成16年12月31日） 

（単位：百万円） 

 
計測・計量 

機器事業 

医療・健康 

機器事業 
計 消去又は全社 連 結 

売上高   
(1）外部顧客に対する売

上高 
11,030 7,323 18,354 － 18,354

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － －

合計 11,030 7,323 18,354 － 18,354

営業費用 10,145 5,934 16,080 635 16,715

営業利益 885 1,388 2,273 △635 1,638

 

前連結会計年度（自平成15年４月１日 至平成16年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
計測・計量 

機器事業 

医療・健康 

機器事業 
計 消去又は全社 連 結 

売上高   
(1）外部顧客に対する売

上高 
14,393 8,476 22,870 － 22,870

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － －

合計 14,393 8,476 22,870 － 22,870

営業費用 12,862 7,430 20,292 749 21,042

営業利益 1,531 1,046 2,577 △749 1,827

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

 事業区分 主要製品 

 計測・計量機器事業 計測・制御・シミュレーションシステム、半導体露光装置向け電子銃及

びA/D・D/A変換器、試験機、電子天秤、台秤、インジケータ、カウン

ティングスケール、ロードセル等 

 医療・健康機器事業 家庭用デジタル血圧計、血圧監視装置、全自動血圧計、精密体重計、超

音波吸入器等 
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［所在地別セグメント情報］ 

当四半期（自平成16年４月１日 至平成16年12月31日） 

（単位：百万円） 

 日本 米州 欧州 
アジア・

オセアニア
計 消去又は全社 連 結 

売上高   
(1）外部顧客に対する売

上高 
13,991 2,803 506 1,052 18,354 － 18,354

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
2,358 17 － 2,279 4,655 △4,655 －

合計 16,350 2,820 506 3,331 23,009 △4,655 18,354

営業費用 14,923 2,765 513 3,123 21,325 △4,609 16,715

営業利益 1,427 55 △6 208 1,684 △46 1,638

 

前連結会計年度（自平成15年４月１日 至平成16年３月31日） 

（単位：百万円） 

 日本 米州 欧州 
アジア・

オセアニア
計 消去又は全社 連 結 

売上高   
(1）外部顧客に対する売

上高 
16,936 3,869 735 1,329 22,870 － 22,870

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3,300 6 11 1,797 5,116 △5,116 －

合計 20,237 3,875 746 3,126 27,986 △5,116 22,870

営業費用 18,053 3,790 725 3,149 25,717 △4,675 21,042

営業損益 2,183 85 21 △22 2,268 △440 1,827

 （注）１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

米州……アメリカ、カナダ等 

欧州……イギリス、ドイツ、ロシア等 

アジア・オセアニア……韓国、台湾、香港、オーストラリア等 

 

 


